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私
の
指
導
法

指
導
者
は
︑
社
会
人
と
し

て
生
き
て
い
け
る
人
間
教

育
を
す
る
こ
と
が
︑
最
大

の
役
目
で
あ
る

　
柔
道
が
強
く
な
る
に
は
︑
柔
道
を
好
き
に
な
る

こ
と
で
あ
る
︒
柔
道
が
好
き
で
あ
れ
ば
︑
ど
ん
な

苦
し
い
稽
古
に
も
耐
え
る
こ
と
が
で
き
る
︒
そ
し

て
﹁
稽
古
は
試
合
の
如
く
︑試
合
は
稽
古
の
如
く
﹂︑

試
合
も
稽
古
も
同
じ
よ
う
に
真
剣
に
毎
日
修
業

し
︑
積
み
重
ね
て
い
け
ば
︑
強
く
な
れ
る
︒

　
道
場
に
入
れ
ば
︑
友
人
︑
知
人
で
あ
っ
て
も
お

互
い
に
厳
し
い
稽
古
を
す
る
こ
と
︑
す
な
わ
ち
お

互
い
に
切せ

っ

磋さ

琢た
く

磨ま

す
れ
ば
強
く
な
れ
る
︒

　
し
か
し
︑
メ
ダ
リ
ス
ト
だ
け
を
作
る
の
が
︑
本

来
︑
柔
道
の
目
的
で
は
な
い
︒
競
技
者
を
辞
め
て

も
︑
長
い
人
生
を
充
実
し
た
生
き
方
を
選
択
で
き

る
よ
う
に
指
導
す
る
こ
と
が
︑
柔
道
を
指
導
す
る

者
の
使
命
で
あ
る
︒

﹃
柔
道
を
大
好
き
に
な
る
こ
と
﹄

︻ 
第
三
十
回 

︼　 

柔
道
八
段
　
遠
藤
　
純
男
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私の指導法《遠藤純男》―柔道―

で
最
初
の
１
年
間
、
柔
道
を
指
導
し

て
く
れ
た
の
は
、
シ
ベ
リ
ア
で
過
酷

な
抑
留
生
活
を
経
験
さ
れ
た
数
学
担

当
の
樋
口
先
生
だ
っ
た
。
毎
日
、
体

育
館
の
隅
に
畳
を
50
畳
ほ
ど
敷
い

て
、
上
級
生
や
高
校
生
と
稽
古
し

た
。
時
々
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
や
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
が
畳
の
上
に
飛
ん
で
き

た
。
畳
の
上
げ
下
ろ
し
が
ウ
エ
ー

ト
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
の
代
り
と

な
り
、
毎
日
往
復
10
キ
ロ
の
自
転
車

通
学
が
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
代
り
に
な
っ

た
。

　

１
９
６
４
年
（
昭
和
39
）、
２
年

生
の
10
月
、
東
京
五
輪
が
開
幕
し

た
。
柔
道
で
は
、
ア
ン
ト
ン
・
ヘ
ー

シ
ン
ク
が
神
永
昭
夫
を
袈
裟
固
め
で

抑
え
込
ん
で
い
る
姿
が
テ
レ
ビ
に
映

し
出
さ
れ
、
猪
熊
功
が
試
合
場
の
脇

で
畳
を
叩
き
な
が
ら
泣
い
て
い
た
姿

が
記
憶
に
あ
る
。

　

翌
年
、
福
島
県
中
学
校
柔
道
大
会

で
５
試
合
オ
ー
ル
一
本
勝
ち
の
ダ
ン

ト
ツ
の
強
さ
で
優
勝
し
た
。
身
長
166

㎝
、
体
重
100
㎏
を
超
え
て
い
て
、
大

相
撲
・
春
日
野
部
屋
ヘ
の
入
門
を
強

く
勧
め
ら
れ
た
が
、
身
長
が
低
い
た

　

柔
道
は
、
嘉
納
治
五
郎
師
範
が
１

８
８
２
年
（
明
治
15
）、
講
道
館
柔

道
を
創
設
さ
れ
、
１
８
８
９
年
（
明

治
22
）、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
渡
航
し
柔

道
を
紹
介
し
て
か
ら
、
120
数
年
で
世

界
200
カ
国
以
上
の
国
で
親
し
ま
れ
て

い
る
。
日
本
の
武
道
文
化
が
子
供
か

ら
老
若
男
女
を
問
わ
ず
世
界
各
国
に

幅
広
い
愛
好
家
が
い
る
こ
と
は
、
大

変
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。

　

私
自
身
は
、
１
９
６
１
年
（
昭
和

36
）、
小
学
５
年
生
の
時
に
柔
道
を

始
め
た
。
肩
を
怪
我
し
て
接
骨
院
に

治
療
に
行
っ
た
ら
、
治
っ
た
ら
柔
道

を
や
れ
ば
、
と
院
長
に
勧
め
ら
れ

た
。
怪
我
が
完
治
し
て
郡
山
市
柔
道

連
盟
の
道
場
に
入
門
し
、
そ
こ
で
伊

藤
光
春
先
生
に
受
身
を
徹
底
的
に
教

え
込
ま
れ
た
。
し
ば
ら
く
し
て
伊
藤

先
生
が
、「
受
身
が
う
ま
い
選
手
は

強
く
な
る
。
君
も
受
身
が
う
ま
い
か

ら
強
く
な
る
ぞ
」
と
私
を
褒ほ

め
て
く

れ
た
。
そ
れ
が
う
れ
し
く
て
、
受
身

を
繰
り
返
し
、
長
い
時
間
、
練
習
を

し
た
。

　

体
の
大
き
な
悪
ガ
キ
で
、
何
を
や

っ
て
も
三
日
坊
主
だ
っ
た
の
が
、「
水

を
得
た
魚
の
如
く
」
柔
道
が
大
好
き

に
な
り
、
毎
日
、
道
場
に
一
番
乗
り

し
て
畳
を
敷
き
、
掃
除
を
し
て
先
輩

方
を
待
っ
て
い
た
。

　

小
学
６
年
生
で
体
重
が
88
㎏
以
上

あ
っ
た
が
、
ブ
ヨ
ブ
ヨ
の
肥
満
児
体

型
で
は
な
く
、
引
き
締
ま
っ
て
い

た
。
中
学
に
入
る
頃
に
は
受
身
は
も

ち
ろ
ん
、
跳
腰
と
力
で
押
さ
え
込
む

寝
技
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

た
。中

学
・
高
校
時
代

　

本
格
的
に
柔
道
を
始
め
た
の
は
中

学
校
か
ら
だ
。
郡
山
市
立
行
健
中
学

柔
道
と
の
出
合
い

私
の
経
歴

１
９
５
０
年（
昭
和
25
）10
月
３
日
生

62
歳　

福
島
県
郡
山
市
出
身

73
年
、
日
本
大
学
文
理
学
部
体
育
学

科
卒
業
、
警
視
庁
警
察
官
拝
命
。
81

年
、
警
視
庁
警
部
補
で
退
官
、
秋
田

経
済
大
学
助
教
授
。
89
年
、
秋
田
経

済
法
科
大
学
教
授
。
２
０
１
２
年
、

ノ
ー
ス
ア
ジ
ア
大
学
（
旧
・
秋
田
経

済
法
科
大
学
）
退
職
。
07
年
よ
り
Ｋ

Ｋ
セ
ン
コ
ー
柔
道
部
特
別
顧
問
。

講
道
館
柔
道
八
段

▼
主
な
戦
績

１
９
７
１
年
全
日
本
学
生
柔
道
選
手

権
大
会
優
勝
（
無
差
別
級
）、
72
・

73
・
76
年
ソ
連
国
際
柔
道
大
会
優

勝
、
74
年
全
日
本
選
抜
柔
道
体
重
別

選
手
権
大
会
優
勝
（
重
量
級
）、
同

年
ア
ジ
ア
柔
道
選
手
権
大
会
優
勝

（
重
量
級
）、
75
年
パ
リ
国
際
柔
道
大

会
優
勝
（
重
量
級
）、
同
年
全
国
警

察
柔
道
選
手
権
大
会
優
勝
、
同
年
第

９
回
ウ
ィ
ー
ン
世
界
柔
道
選
手
権
大

会
優
勝
（
重
量
級
）、
76
年
全
日
本

柔
道
選
手
権
大
会
優
勝
、
同
年
全
日

本
選
抜
柔
道
選
手
権
大
会
優
勝
（
重

量
級
）、
同
年
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
五

輪
３
位
（
重
量
級
）、
79
年
キ
ュ
ー

バ
国
際
柔
道
大
会
優
勝
（
重
量
級
・

無
差
別
級
）、
同
年
第
11
回
パ
リ
世

界
柔
道
選
手
権
大
会
優
勝
（
無
差
別

級
）

  

●
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
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め
、
角
界
入
り
は
断
念
し
た
。

　

66
年
（
昭
和
41
）、
福
島
県
立
岩

瀬
農
業
高
校
に
入
学
し
た
。
柔
道
部

顧
問
の
梅
津
光
位
先
生
は
國
學
院
大

学
柔
道
部
の
Ｏ
Ｂ
で
、
国
語
の
教
員

と
神
主
を
し
て
い
た
。
先
生
の
柔
道

の
理
想
は「
柔
道
の
鬼
、木
村
政
彦
」

だ
っ
た
ら
し
く
、「
木
村
政
彦
伝
説
」

を
よ
く
話
し
て
く
れ
た
。

　

高
校
１
年
の
夏
休
み
に
、
梅
津
先

生
の
勧
め
で
日
本
武
道
館
主
催
の
第

１
回
全
国
高
校
武
道
錬
成
大
会
に
、

４
人
の
先
輩
方
と
参
加
し
た
。
日
本

武
道
館
の
会
議
室
に
、
布
団
を
引
い

て
宿
泊
し
た
。
こ
の
錬
成
大
会
が
大

き
な
自
信
と
な
り
、
柔
道
選
手
と
し

て
飛
躍
す
る
大
き
な
き
っ
か
け
と
な

り
、
階
段
を
登
る
よ
う
に
実
力
を
付

け
て
い
っ
た
。
そ
の
年
、
福
島
県
の

国
体
予
選
大
会
で
は
４
位
に
入
賞
し

た
。

　

68
年
（
昭
和
43
）
６
月
、
ハ
ワ
イ

移
民
100
年
祭
の
高
校
柔
道
使
節
団
の

福
島
県
代
表
メ
ン
バ
ー
に
選
ば
れ
、

ハ
ワ
イ
に
遠
征
し
た
。
帰
国
後
す
ぐ

に
福
島
県
高
校
総
合
体
育
大
会
で
優

勝
し
、
広
島
で
開
催
さ
れ
る
全
国
高

校
柔
道
大
会
に
出
場
が
決
ま
っ
た
。

全
国
で
自
分
の
実
力
を
試
す
機
会
を

得
た
が
、
地
元
広
島
県
の
選
手
と
延

長
戦
で
大
い
に
不
満
の
残
る
判
定
負

け
で
、
残
念
な
が
ら
ベ
ス
ト
16
位
で

終
わ
っ
た
。

大
学
時
代

　

１
９
６
９
年
（
昭
和
44
）、
当
時

日
本
大
学
工
学
部
事
務
局
長
で
福
島

県
柔
道
連
盟
副
会
長
の
石
田
昭
二
先

生
か
ら
、
日
本
大
学
に
進
学
を
薦
め

ら
れ
て
受
験
し
、
合
格
し
た
。
当
時

の
日
大
は
、
木
村
忠
雄
監
督
、
松
下

三
郎
師
範
、
４
年
生
に
佐
久
間
秀

治
、
田
中
義
昭
、
３
年
生
に
高
木
長

之
助
、
上
口
孝
文
、
棟
田
利
幸
、
２

年
生
に
田
中
直
樹
氏
な
ど
、
昭
和
44

年
度
全
日
本
学
生
柔
道
優
勝
大
会
で

優
勝
す
る
メ
ン
バ
ー
が
揃
っ
て
い

た
。

　

高
校
時
代
は
、
ほ
と
ん
ど
投
げ
ら

れ
た
経
験
が
な
か
っ
た
の
で
、
入
学

し
て
間
も
な
く
投
げ
ら
れ
て
肩
か
ら

落
ち
て
怪
我
を
し
て
し
ま
っ
た
。
毎

日
先
輩
方
の
激
し
い
稽
古
を
横
目

昭和 41 年第 1 回全国高校武道錬成大会に参加（筆者、3 列目左から 3 人目）
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私の指導法《遠藤純男》―柔道―

に
、
炊
事
当
番
、
風
呂
焚
き
、
背
中

流
し
、
掃
除
、
買
出
し
と
雑
用
係
を

し
て
２
カ
月
ほ
ど
過
ご
し
た
。

　

し
か
し
、70
年
（
昭
和
45
）
６
月
、

大
学
２
年
生
で
第
１
回
全
日
本
ジ
ュ

ニ
ア
柔
道
選
手
権
大
会
重
量
級
で
優

勝
、
決
勝
で
ラ
イ
バ
ル
鮫
島
俊
隆
選

手（
明
大
）を
破
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

71
年
（
昭
和
46
）、
全
日
本
学
生

柔
道
選
手
権
大
会
無
差
別
級
決
勝

で
、
明
大
の
岩
田
久
和
選
手
に
一
本

背
負
い
投
げ
で
勝
ち
、

優
勝
。
こ
の
優
勝
で
全

日
本
柔
道
連
盟
の
強
化

指
定
を
受
け
、
ナ
シ
ョ

ナ
ル
チ
ー
ム
の
選
手
と

な
っ
た
。
憧
れ
の
Ｎ
Ｉ

Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
と
入
っ
た
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
ウ
ェ
ア

と
、
日
の
丸
の
付
い
た

柔
道
衣
を
着
る
こ
と
が

で
き
た
。

　

72
年
（
昭
和
47
）
２

月
、
世
界
で
最
も
過
酷

な
ソ
連
国
際
柔
道
大
会

へ
出
場
。
出
発
10
日
前

の
乱
取
り
中
に
、
内
股

を
掛
け
て
軸
足
で
片
足
立
ち
に
な
っ

た
左
足
の
踵

か
か
と
に
、
投
げ
ら
れ
た
他
の

選
手
の
足
が
直
接
ぶ
つ
か
り
、
甲
の

部
分
を
捻
挫
し
た
。
大
会
出
場
を
や

め
よ
う
と
思
っ
た
。
し
か
し
連
盟
は

出
場
を
強
く
要
望
し
て
き
た
。
自
転

車
の
チ
ュ
ー
ブ
で
ぐ
る
ぐ
る
巻
に
足

の
甲
を
固
定
し
て
大
会
に
臨
ん
だ
。

　

こ
の
時
代
は
、
国
際
大
会
の
数
が

極
端
に
少
な
く
、
選
手
に
選
ば
れ
る

こ
と
は
め
っ
た
に
な
か
っ
た
。
し
か

警
視
庁
柔
道

　

１
９
７
３
年
（
昭
和
48
）
２
月
に

再
び
ソ
連
国
際
大
会
に
出
場
し
、
２

連
覇
し
た
。

　

３
月
、
日
本
大
学
卒
業
後
す
ぐ
に

警
視
庁
警
察
官
を
拝
命
、
中
野
の
警

視
庁
警
察
学
校
に
入
校
、
警
察
学
校

生
活
が
始
ま
る
。
全
日
本
柔
道
選
手

権
大
会
が
控
え
て
い
た
た
め
、
午
前

中
は
文
京
区
富
坂
の
警
視
庁
武
道
館

で
稽
古
、
午
後
は
警
察
学
校
で
授
業

し
選
手
の
層
は
厚
く
、
一
度
国
際
大

会
で
負
け
る
と
、
外
国
人
に
弱
い
と

い
う
レ
ッ
テ
ル
が
貼
ら
れ
て
、
二
度

と
国
際
大
会
に
出
場
が
で
き
な
く
な

っ
た
時
代
で
あ
る
。
こ
の
時
の
メ
ン

バ
ー
は
、
監
督
は
神
永
昭
夫
氏
、
選

手
は
重
量
級
・
村
井
正
芳
氏
と
筆

者
、
軽
重
量
級
・
二
宮
和
弘
氏
の
４

人
で
あ
る
。
初
め
て
の
国
際
大
会

は
、
怪
我
の
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を

克
服
し
、
ソ
連
の
強
豪
ビ
タ
リ
ー
・

ク
ズ
ネ
ッ
コ
フ
を
予
選
と
準
決
勝
で

２
度
破
り
、
初
優
勝
し
た
。

柔道の鬼、木村政彦先生（右）と筆者（1970 年代）

昭和 51 年全日本柔道選手権大会優勝
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ラ
イ
バ
ル
上
村
が
準
決
勝
で
東
海

大
学
の
山
下
泰
裕
選
手
に
敗
れ
た
。

１
９
７
７
年
（
昭
和
52
）、
全
日
本

選
手
権
大
会
２
連
覇
を
目
指
し
、
順

調
に
決
勝
戦
に
進
む
。
相
手
は
確
実

に
実
力
を
付
け
て
来
た
山
下
で
あ
っ

た
。
一
進
一
退
で
試
合
が
終
わ
り
、

旗
判
定
と
な
り
、
赤
と
白
が
１
対

１
。
松
本
主
審
は
ひ
と
呼
吸
置
い

て
、
山
下
に
手
を
上
げ
た
。
モ
ン
ト

リ
オ
ー
ル
五
輪
で
敗
れ
た
こ
と
が
少

な
か
ら
ず
影
響
し
た
の
か
も
知
れ
な

い
が
、
判
定
に
強
く
不
満
を
も
っ

た
。
こ
の
後
、
４
度
決
勝
戦
で
対
戦

し
た
。
最
初
の
対
戦
で
、
１
対
１
の

判
定
で
敗
れ
た
試
合
が
脳
裡
に
焼
き

付
き
、
山
下
選
手
と
は
白
黒
の
は
っ

き
り
付
い
た
試
合
を
し
な
い
と
勝
て

な
い
と
認
識
し
た
。
い
ろ
い
ろ
研
究

し
た
技
を
試
合
で
試
み
た
が
、
全
て

失
敗
し
た
。

　

79
年
（
昭
和
54
）、
モ
ス
ク
ワ
五

輪
の
最
終
選
考
会
兼
全
日
本
選
抜
柔

道
体
重
別
選
手
権
に
な
る
は
ず
だ
っ

た
が
、
五
輪
不
参
加
で
急
遽
、
全
日

本
選
抜
柔
道
体
重
別
選
手
権
に
変
更

し
た
。
試
合
に
力
が
入
ら
ず
リ
ー
グ

の
日
々
を
６
カ
月
間
続
け
た
。

　

４
月
29
日
、
２
回
目
の
全
日
本
選

手
権
は
、
１
回
戦
で
ラ
イ
バ
ル
上
村

春
樹
選
手
と
対
戦
し
、
僅
差
の
判
定

負
け
。
上
村
氏
初
優
勝
で
先
を
越
さ

れ
た
。
そ
の
後
、
上
村
氏
と
は
74
年

（
昭
和
49
）
に
対
戦
し
判
定
勝
ち
す

る
も
、
準
決
勝
で
佐
藤
宣
践
氏
に
不

覚
を
取
っ
て
敗
退
し
３
位
、75
年（
昭

和
50
）
に
は
、
時
間
間
際
に
横
捨
て

身
で
ポ
イ
ン
ト
を
取
ら
れ
判
定
負

け
、
上
村
氏
２
回
目
の
優
勝
。
76
年

（
昭
和
51
）
準
決
勝
で
対
戦
し
、
大

内
刈
り
で
前
に
出
て
く
る
と
こ
ろ
を

内
股
で
跳
ね
上
げ
、
一
瞬
空
中
に
飛

ん
だ
が
、
落
ち
る
瞬
間
体
を
捻
り
、

有
効
と
な
っ
て
判
定
勝
ち
し
た
。
決

勝
戦
は
、
日
大
の
２
つ
先
輩
の
上
口

孝
文
氏
に
掬
い
投
げ
で
勝
っ
た
。
い

つ
も
優
勝
候
補
に
挙
げ
ら
れ
な
が
ら

で
き
な
か
っ
た
全
日
本
選
手
権
の
優

勝
を
、
や
っ
と
手
に
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
長
い
間
持
っ
て
い
た
夢
を
、

現
実
に
し
た
瞬
間
だ
っ
た
。

山
下
泰
裕
と
の
死
闘

昭和 52 年全日本柔道選手権大会で山下泰裕選手（左）と対戦する筆者
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戦
で
、
高
木
、
松
井
選
手
に
判
定
負

け
し
た
。
最
終
戦
を
前
に
大
会
役
員

が
、「
遠
藤
選
手
、
最
終
戦
は
棄
権

で
す
か
？
」
と
確
認
に
来
た
。
こ
の

声
に
自
分
の
不
甲
斐
な
さ
を
恥
じ

た
。
何
と
し
て
も
山
下
泰
裕
選
手
と

の
対
戦
は
、
気
合
の
入
っ
た
試
合
に

し
た
い
。
山
下
対
策
で
筆
者
が
考
え

て
い
た「
蟹
バ
サ
ミ
」を
仕
掛
け
た
。

山
下
選
手
の
左
足
腓ひ

骨こ
つ

が
骨
折
し

た
。山
下
選
手
は
、後
日
談
と
し
て
、

「
蟹
バ
サ
ミ
」
を
知
ら
な
か
っ
た
と

話
し
て
い
た
。
当
然
、
逃
げ
方
な
ど

知
る
は
ず
も
な
く
、
大
き
な
怪
我
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
打
倒
・
山
下
選

手
を
掲
げ
て
戦
っ
て
、
た
だ
一
度
だ

け
成
功
し
た
瞬
間
で
も
あ
っ
た
。

　

警
視
庁
に
は
８
年
間
在
職
し
、
国

内
の
大
会
は
全
国
警
察
柔
道
選
手
権

大
会
、
全
国
警
察
柔
道
大
会
、
全
日

本
選
抜
柔
道
体
重
別
選
手
権
大
会
、

全
日
本
選
抜
団
体
柔
道
大
会
、
全
国

東
西
対
抗
柔
道
大
会
、
国
民
体
育
大

会
東
京
代
表
、
三
者
対
抗
柔
道
大
会

な
ど
国
内
の
全
て
の
大
会
に
出
場

し
、
ほ
と
ん
ど
全
て
の
大
会
で
優
勝

を
経
験
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

国
際
柔
道
大
会
を
振

り
返
っ
て

　

１
９
７
２
年（
昭
和
47
）、73
年（
昭

和
48
）、
76
年
（
昭
和
51
）
と
世
界

で
最
も
過
酷
な
ソ
連
国
際
大
会
に
三

度
出
場
し
、
三
度
と
も
優
勝
し
た
こ

と
は
素
直
に
喜
び
た
い
。
当
時
は
ソ

ビ
エ
ト
連
邦
で
統
治
さ
れ
て
い
て
、

世
界
選
手
権
大
会
に
は
ソ
連
か
ら
一

人
し
か
参
加
で
き
な
か
っ
た
が
、
ソ

連
国
際
大
会
は
広
範
囲
の
共
和
国
か

ら
参
加
者
が
あ
り
、
そ
の
選
手
層
は

厚
く
、
レ
ベ
ル
は
高
か
っ
た
。
１
回

戦
か
ら
決
勝
ま
で
全
て
ソ
連
の
選
手

と
対
戦
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
体
の

大
き
さ
と
、
力
強
さ
は
並
大
抵
で
は

な
か
っ
た
が
、
彼
ら
に
力
負
け
し
な

い
で
戦
え
た
こ
と
を
誇
り
に
思
う
。

ビ
タ
リ
ー
・
ク
ズ
ネ
ッ
コ
フ
選
手
や

シ
ョ
タ
ー
・
チ
ョ
チ
ョ
シ
ビ
リ
選
手

は
本
当
に
強
か
っ
た
。

　

ソ
連
以
外
で
は
、
テ
ィ
ー
ト
マ

ー
・
ロ
ー
レ
ン
ツ
（
東
ド
イ
ツ
）、

パ
ク
・
ジ
ョ
ン
・
キ
ル
（
北
朝
鮮
）、

趙
在
基
（
韓
国
）、
モ
ハ
メ
ッ
ド
・

昭和 51 年ソ連国際大会48 年ソ連国際大会で払腰を決める筆者
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し
国
際
審
判
員
と
し
て
、
２
０
０
４

年
の
ア
テ
ネ
五
輪
ま
で
務
め
上
げ

た
。

　

国
際
審
判
員
と
し
て
の
集
大
成

は
、
ア
テ
ネ
五
輪
で
あ
る
。
試
合
は

毎
日
男
女
１
階
級
を
行
い
、
７
日
間

の
審
判
は
精
神
的
、
肉
体
的
に
限
界

で
あ
っ
た
。
１
試
合
、
１
試
合
に
全

神
経
を
集
中
し
、
誤
審
を
し
な
い
よ

う
に
目
を
配
り
毎
日
７
、
８
試
合
を

担
当
す
る
。
選
手
で
モ
ン
ト
リ
オ
ー

ル
五
輪
の
１
日
目
の
第
１
試
合
を
戦

い
、
ア
テ
ネ
五
輪
の
１
日
目
の
第
１

試
合
で
主
審
を
務
め
た
。
こ
れ
も
何

か
の
縁
か
な
と
思
え
て
な
ら
な
い
。

２
度
の
五
輪
の
経
験
は
、
わ
が
人
生

に
と
っ
て
何
物
に
も
代
え
が
た
い
大

き
な
宝
で
あ
る
。

ラ
シ
ュ
ワ
ン
（
エ
ジ
プ
ト
）、
ジ
ャ

ン
・
リ
ュ
ッ
ク
・
ル
ー
ジ
ェ
（
フ
ラ

ン
ス
）
と
い
っ
た
強
豪
選
手
た
ち
が

鮮
明
に
記
憶
に
残
っ
て
い
る
。

た
だ
一
度
の
屈
辱

　

多
く
の
国
際
大
会
に
参
加
し
て
、

唯
一
の
屈
辱
の
経
験
は
、
１
９
７
６

年
（
昭
和
51
）
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
五

輪
で
ソ
連
の
セ
ル
ゲ
ー
・
ノ
ビ
コ
フ

に
初
戦
で
僅
差
の
判
定
負
け
を
喫
し

た
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

判
定
の
旗
が
見
え
た
。「
負
け

た
！
」。
目
の
前
が
真
っ
暗
に
な
っ

た
。
試
合
場
か
ら
ど
う
や
っ
て
、
控

え
室
に
戻
っ
た
の
か
記
憶
に
な
い
。

敗
者
復
活
戦
ま
で
ど
う
や
っ
て
過
ご

し
た
の
か
思
い
出
せ
な
い
。
ま
た
、

敗
者
復
活
戦
の
１
回
戦
は
、
パ
ク
選

手
を
小
内
刈
で
有
効
を
取
っ
て
勝
っ

た
の
は
記
憶
に
あ
る
が
、
後
の
試
合

は
思
い
出
せ
な
い
。
３
位
の
表
彰
台

の
上
で
は
、
顔
を
上
げ
て
日
章
旗
を

見
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の

後
も
何
日
間
か
は
、
夢
と
現
実
の
狭

間
で
悶
え
苦
し
ん
だ
。

　

最
後
の
目
標
を
モ
ス
ク
ワ
五
輪
に

し
て
励
ん
だ
が
、
西
側
諸
国
の
一
部

が
不
参
加
を
決
め
、
五
輪
の
夢
が
断

た
れ
て
現
役
を
引
退
し
た
。
神
経
を

す
り
減
ら
し
、
悩
み
、
苦
し
み
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
人
生
最
大
の
プ
レ

ッ
シ
ャ
ー
の
中
で
戦
っ
た
。
10
年
間

長
い
よ
う
で
短
く
、
短
い
よ
う
で
長

か
っ
た
。

審
判
員
と
し
て

　

１
９
８
１
年
（
昭
和
56
）
現
役
を

退
い
て
大
学
の
教
員
と
な
り
、
審
判

の
勉
強
を
始
め
て
国
内
の
Ａ
級
ラ
イ

セ
ン
ス
を
取
得
し
た
。
ま
た
国
際
審

判
員
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
資
格

を
パ
ン
・
ア
メ
リ
カ
ン
の
大
会
で
取

得
し
、
２
回
の
世
界
選
手
権
大
会
と

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
審
判
員
を
務
め

た
。

　

77
年
の
全
日
本
柔
道
選
手
権
大
会

決
勝
戦
の
判
定
の
結
果
が
、
山
下
選

手
に
勝
つ
た
め
に
は
柔
道
を
変
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
思
い
知
ら

さ
れ
た
。
こ
の
体
験
を
教
訓
と
し
、

審
判
員
の
重
要
性
を
十
分
知
り
尽
く

平成 16 年アテネ五輪で主審を務める筆者
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私
の
指
導
法

柔
道
の
上
達
法

　

柔
道
を
始
め
た
時
に
徹
底
的
に
受

身
を
指
導
さ
れ
、
上
級
生
に
投
げ
ら

れ
て
技
を
覚
え
た
。
今
の
選
手
は
、

指
導
者
が
手
取
り
足
取
り
で
指
導

し
、
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
や
、
食
事
の

こ
と
ま
で
管
理
し
て
く
れ
る
時
代

だ
。
私
の
大
学
時
代
は
、
新
入
生
の

時
は
先
輩
に
木
の
葉
の
如
く
投
げ
ら

れ
、
立
っ
て
い
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

投
げ
ら
れ
て
受
け
が
強
く
な
り
、

投
げ
ら
れ
る
回
数
が
、
昨
日
よ
り
今

日
は
少
な
く
な
り
、
明
日
は
先
輩
の

膝
を
着
か
せ
、
そ
し
て
投
げ
る
日
を

思
い
浮
か
べ
て
稽
古
に
打
ち
込
ん

だ
。
講
義
の
な
い
日
は
、
午
前
中
は

警
視
庁
武
道
館
の
道
場
、
午
後
は
日

大
の
道
場
で
稽
古
を
し
た
。
稽
古
が

終
わ
る
と
、
如い

何か

に
し
た
ら
投
げ
ら

れ
な
い
よ
う
に
な
る
か
、
如
何
に
し

た
ら
強
く
な
れ
る
か
、
い
つ
も
柔
道

を
付
け
る
に
は
、
遅
く
て
も
い
い
か

ら
毎
朝
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
で
苦
し
く
て

も
、
絶
対
歩
か
な
い
と
決
め
た
。
全

身
の
力
は
柔
道
の
稽
古
で
動
く
力
を

身
に
付
け
た
。
柔
道
に
必
要
な
動
く

力
を
重
視
し
、
ベ
ン
チ
プ
レ
ス
は
ほ

と
ん
ど
や
ら
な
か
っ
た
。

　

背
筋
、
腹
筋
、
腕
立
て
伏
せ
、
腰

割
り
で
全
身
の
筋
力
を
強
化
し
、
腕

力
は
ダ
ン
ベ
ル
を
使
い
、
軽
い
も
の

か
ら
重
い
物
へ
、
ス
ピ
ー
ド
を
緩
め

な
い
で
同
じ
ス
ピ
ー
ド
で
繰
り
返

す
。
最
後
の
瞬
発
力
は
、
短
距
離
の

ダ
ッ
シ
ュ
で
あ
る
。
10
ｍ
・
５
ｍ
そ

れ
ぞ
れ
を
10
本
単
位
で
行
い
、
３
歩

目
で
全
体
重
を
移
動
さ
せ
て
、
全
速

力
で
走
れ
る
瞬
発
力
を
付
け
た
。

　

こ
の
よ
う
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
、

体
の
全
身
を
す
べ
て
使
っ
た
柔
道
を

身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

国
内
外
の
指
導
歴

　

現
役
時
代
も
現
役
を
退
い
て
か
ら

も
、
国
内
外
を
問
わ
ず
多
く
の
地
域

か
ら
指
導
の
要
請
を
受
け
た
。
国
内

で
は
、
80
年
の
夏
、
北
海
道
夕
張
市

柔
道
連
盟
の
要
請
で
柔
道
教
室
を
開

催
し
た
。
こ
の
時
の
生
徒
の
一
人
が

秋
田
経
済
大
学
に
入
学
し
た
。
ま
た

醍
醐
敏
郎
十
段
の
お
供
を
し
て
、
沖

縄
県
に
も
出
か
け
た
。

　

新
潟
県
十
日
町
で
は
柔
道
教
室
の

後
に
、
10
人
掛
け
の
試
合
が
あ
り
、

全
部
異
な
っ
た
技
で
投
げ
る
の
に
苦

労
し
た
。
ま
た
同
じ
新
潟
県
栃
尾
市

で
は
、
15
人
掛
け
を
行
っ
た
。
全
国

各
地
で
行
わ
れ
た
日
本
武
道
館
の
錬

成
会
に
も
講
師
と
し
て
参
加
し
、
多

く
の
子
供
た
ち
と
接
す
る
機
会
が
あ

り
、
指
導
者
と
し
て
大
き
な
経
験
を

さ
せ
て
も
ら
っ
た
。

　

国
外
で
は
、
86
・
89
・
92
年
と
、

秋
田
市
と
姉
妹
都
市
の
甘
粛
省
蘭
州

市
の
体
育
学
院
に
、
各
１
カ
月
間
３

度
訪
問
し
、
指
導
を
行
っ
た
。

　

85
年
（
昭
和
60
）、
ス
ペ
イ
ン
国

パ
ル
マ
デ
、
マ
ジ
ョ
ル
カ
市
に
秋
田

経
済
法
科
大
学
の
学
生
20
数
名
と
訪

問
し
柔
道
講
習
会
を
行
う
。

　

90
年
（
平
成
２
）、
ス
リ
ラ
ン
カ

国
コ
ロ
ン
ボ
市
で
Ｉ
Ｏ
Ｃ
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
ソ
ル
ダ
リ
テ
ィ
の
柔
道
講
習

会
を
行
っ
た
。
そ
の
後
１
名
の
青
年

の
こ
と
を
考
え
て
い
た
。

　

身
長
が
低
い
た
め
、
奥
襟
を
取
ら

れ
て
頭
を
下
げ
ら
れ
る
と
、
す
ぐ
投

げ
ら
れ
た
。
そ
こ
で
頭
を
下
げ
な
い

で
、
自
分
の
組
手
で
攻
め
抜
く
柔
道

を
や
る
こ
と
に
徹
し
た
。
す
な
わ
ち

相
手
に
組
ま
せ
な
い
で
自
分
の
組
手

に
な
り
、
徹
底
し
て
攻
撃
を
す
る
柔

道
を
心
が
け
た
。

　

組
手
も
工
夫
し
た
。
左
手
で
相
手

の
脇
の
下
の
部
分
に
手
の
ひ
ら
を
下

に
し
て
差
し
込
み
、
柔
道
衣
の
縫
い

合
わ
せ
の
部
分
を
握
っ
て
捻ひ

ね

り
、
相

手
の
腕
の
部
分
の
遊
び
を
な
く
す
。

釣
手
は
奥
襟
の
部
分
に
親
指
を
下
に

し
て
入
れ
て
捻
り
、
手
首
と
親
指
を

使
っ
て
引
き
つ
け
、
攻
め
て
、
攻
め

て
、
攻
め
抜
け
れ
ば
、
相
手
は
何
も

で
き
な
い
。

　

そ
れ
を
実
践
す
る
に
は
、
持
久
性

す
な
わ
ち
ス
タ
ミ
ナ
と
全
身
の
力
が

必
要
で
あ
っ
た
。
幸
い
全
身
の
力
と

腕
力
に
は
自
信
が
あ
っ
た
。
持
久
性
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訪
問
。

　

95
年
（
平
成
７
）、
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
、
ヘ
ル
シ
ン
キ
市
で
開
催
さ
れ
た

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
夏
期
講
習
会
の
講
師
を

務
め
る
。

　

２
０
０
１
年
（
平
成
13
）、
中
華

民
国
台
北
市
で
柔
道
講
習
会
講
師
を

務
め
た
。

私
の
指
導
法

　

人
間
は
同
じ
よ
う
な
、
体
型
や
体

力
の
人
は
い
る
が
、
そ
れ
に
、
精
神

的
構
造
を
加
え

れ
ば
同
じ
人
間

は
存
在
し
な

い
。
個
々
の
指

導
者
が
持
っ
て

い
る
技
能
を
、

学
生
に
そ
の
ま

ま
指
導
し
て

も
、
同
じ
結
果

が
出
な
い
の
は

当
た
り
前
で
あ

る
。

　

日
大
の
先
輩

で
あ
る
棟
田
利

が
来
日
し
、
柔
道
部
合
宿
所
で
共
同

生
活
を
し
、柔
道
の
修
業
に
励
ん
だ
。

　

90
・
92
・
94
年
、
イ
ギ
リ
ス
柔
道

協
会
の
柔
道
講
習
会
講
師
と
し
て
渡

英
し
た
。
佐
藤
光
憲
先
生
に
ご
協
力

を
い
た
だ
い
た
。
そ
の
後
、
２
名
の

青
年
が
秋
田
経
済
法
科
大
学
柔
道
部

の
合
宿
所
に
1
年
間
、
柔
道
留
学
生

と
し
て
来
日
し
、
柔
道
の
修
業
に
励

ん
だ
。

　

92
年
（
平
成
４
）、
ド
イ
ツ
、
フ

ラ
ン
ク
フ
ル
ト
市
で
開
催
さ
れ
た
国

際
柔
道
夏
期
講
習
会
に
講
師
と
し
て

幸
氏
の
息
子
の
棟
田
康
幸
選
手
が
、

世
田
谷
高
校
３
年
生
の
夏
休
み
に
、

担
ぎ
上
げ
る
背
負
い
投
げ
を
教
え
て

も
ら
い
た
い
と
訪
ね
て
来
た
の
で
、

指
導
し
た
こ
と
が
あ
る
。

　

そ
の
４
カ
月
後
の
嘉
納
杯
国
際
柔

道
大
会
で
、
素
晴
ら
し
い
背
負
い
投

げ
で
優
勝
し
た
。
そ
の
後
世
界
選
手

権
や
全
日
本
選
手
権
で
大
活
躍
し
た

が
、
五
輪
と
全
日
本
優
勝
に
は
届
か

な
か
っ
た
。

　

彼
と
私
は
、
体
型
が
よ
く
似
て
い

る
の
で
指
導
が
し
や
す
か
っ
た
。
ま

た
要
点
を
よ
く
理
解
で
き
る
才
能
を

持
っ
て
い
た
。
し
か
し
短
期
間
だ
っ

た
の
で
、
持
っ
て
い
る
才
能
を
全
て

引
き
出
し
て
や
る
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
。
そ
の
後
、
明
治
大
学
に
進

学
し
、私
と
の
関
係
は
断
ち
き
れ
た
。

　

今
、
日
本
柔
道
界
は
外
国
人
的
体

型
の
長
身
の
選
手
が
主
流
で
、
棟
田

君
や
私
の
よ
う
な
選
手
が
存
在
し
な

い
現
状
を
見
る
と
、
世
界
大
会
で
優

勝
す
る
の
は
難
し
い
と
思
わ
れ
る
。

是
非
ア
ン
コ
型
の
体
型
の
選
手
が
出

現
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た

い
。

　

私
の
柔
道
は
、
先
輩
方
に
激
し
い

稽
古
で
毎
日
投
げ
つ
け
ら
れ
て
、
受

け
が
強
く
な
っ
た
。
攻
撃
は
、
低
い

身
長
を
生
か
し
て
、
下
か
ら
の
担
ぎ

技
、
太
い
足
と
全
身
の
バ
ネ
を
生
か

し
て
、
跳
ね
上
げ
る
技
、
世
界
最
大

級
の
腕
力
を
生
か
し
て
、
背
負
い
投

げ
、
内
股
、
払
い
腰
、
左
組
に
有
効

だ
っ
た
二
段
小
外
掛
け
な
ど
、
体
型

を
全
て
利
用
す
る
こ
と
を
身
に
付
け

た
。

　

ま
た
、
重
量
級
で
あ
っ
て
も
、
動

95 年フィンランド、ヘルシンキで寝技を指導する筆者

棟田康幸選手（左）を指導する筆者
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で
伝
統
あ
る
大
学
と
互
角
に
戦
う
た

め
に
は
、
厳
し
い
稽
古
で
生
徒
た
ち

の
自
信
を
つ
け
る
こ
と
が
必
要
だ
っ

た
。６
時
に
起
床
し
て
、朝
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
、
大
学
の
授
業
を
休
ま
せ
な

い
た
め
に
出
席
の
確
認
、
午
後
４
時

か
ら
の
３
～
４
時
間
の
稽
古
と
、
学

生
も
大
変
だ
っ
た
が
、
私
も
学
生
た

ち
と
朝
か
ら
晩
ま
で
一
緒
に
生
活
し

た
。
４
年
間
頑
張
っ
て
卒
業
す
る
学

生
に
は
、
希
望
す
る
職
業
に
就
け
る

よ
う
に
協
力
し
た
。

　

１
期
生
４
人
は
、
国
家
公
務
員
が

３
人
、
地
方
公
務
員
が
１
人
で
全
員

公
務
員
に
就
職
し
た
。
２
期
生
、
３

期
生
と
就
職
先
が
良
か
っ
た
た
め
、

全
国
か
ら
学
生
が
集
ま
り
だ
し
た
。

田
舎
の
名
も
な
い
大
学
で
も
、
学
生

の
教
育
を
し
っ
か
り
行
い
、
礼
儀
正

し
く
真
面
目
な
学
生
を
育
て
れ
ば
、

多
方
面
で
評
価
さ
れ
、
就
職
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

私
か
ら
伝
え
た
い
こ
と

　

柔
道
は
自
分
の
体
力
、
体
型
、
運

動
能
力
を
知
り
、
そ
の
不
足
し
て
い

る
部
分
を
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
補
っ

て
、
個
性
的
な
柔
道
を
心
が
け
る
こ

と
が
大
切
で
あ
る
。

　

柔
道
が
強
く
な
る
に
は
、
柔
道
を

好
き
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。
柔
道
が

好
き
で
あ
れ
ば
、
ど
ん
な
苦
し
い
稽

古
に
も
耐
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ

し
て
「
稽
古
は
試
合
の
如
く
、
試
合

は
稽
古
の
如
く
」、
試
合
も
稽
古
も

同
じ
よ
う
に
真
剣
に
毎
日
修
業
し
、

積
み
重
ね
て
い
け
ば
、強
く
な
れ
る
。

　

最
近
の
稽
古
を
見
て
い
る
と
、
真

剣
さ
、
厳
し
さ
、
激
し
さ
が
全
然
感

じ
ら
れ
な
い
。
乱
取
り
を
し
て
い
て

も
、
相
手
を
投
げ
つ
け
る
音
が
聞
こ

え
て
こ
な
い
。
投
げ
つ
け
ら
れ
な
い

か
ら
、
強
い
受
身
の
必
要
が
な
く
、

音
も
出
な
い
。

　

道
場
に
入
れ
ば
、
友
人
、
知
人
で

あ
っ
て
も
お
互
い
に
厳
し
い
稽
古
を

す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
お
互
い
に
切

磋
琢
磨
す
れ
ば
お
互
い
に
強
く
な
れ

る
の
だ
が
、
そ
れ
を
ほ
と
ん
ど
の
選

手
た
ち
が
理
解
し
て
い
な
い
。

　

指
導
者
に
な
っ
て
思
う
こ
と
は
、

選
手
と
し
て
未
完
成
の
人
間
を
預
か

り
、
彼
ら
の
潜
在
能
力
を
引
き
出

し
、
全
日
本
選
手
権
大
会
優
勝
者
や

五
輪
メ
ダ
リ
ス
ト
に
育
て
た
い
と
思

い
な
が
ら
指
導
す
る
が
、
現
実
に
は

な
か
な
か
厳
し
い
。
長
い
年
月
の
間

で
如
何
に
才
能
の
あ
る
選
手
と
巡
り

会
う
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
ほ
と
ん

ど
の
指
導
者
は
、
そ
の
よ
う
な
人
材

に
出
会
う
こ
と
な
く
終
わ
る
。

　

で
も
指
導
者
は
、
メ
ダ
リ
ス
ト
だ

け
を
作
る
の
が
目
的
で
は
な
く
、
選

手
と
し
て
は
大
成
し
な
く
と
も
、
社

会
人
と
し
て
生
き
て
い
け
る
人
間
教

育
を
す
る
こ
と
が
、
最
大
の
役
目
で

あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
ど
ん
な
に
優

れ
た
選
手
で
あ
っ
て
も
、
年
月
が
過

ぎ
れ
ば
人
は
衰
え
る
。
競
技
者
を
辞

め
た
人
生
は
、
更
に
長
い
道
の
り
が

あ
る
。
長
い
人
生
に
お
い
て
充
実
し

た
生
き
方
を
選
択
で
き
る
よ
う
に
指

導
す
る
こ
と
が
、
柔
道
指
導
者
の
使

命
で
あ
る
。

き
は
軽
量
級
の
選
手
よ
り
も
速
く
動

く
こ
と
を
心
が
け
た
。
全
て
自
分
で

考
え
た
我
流
で
あ
る
。

　

初
め
て
の
と
こ
ろ
で
指
導
を
行
う

時
に
は
、
必
ず
生
徒
に
や
っ
て
も
ら

う
の
は
、
受
身
と
打
ち
込
み
で
あ

る
。
受
身
と
打
ち
込
み
を
見
る
と
、

そ
の
生
徒
た
ち
の
レ
ベ
ル
が
見
え
る

し
、
指
導
者
の
レ
ベ
ル
を
量
り
知
る

こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
そ
の
レ
ベ

ル
よ
り
少
し
上
の
基
本
的
な
こ
と
を

中
心
に
指
導
す
る
。
引
手
、
釣
手
の

使
い
方
、
作
り
と
崩
し
の
簡
単
な
方

法
で
あ
る
。
そ
し
て
、
何
と
い
っ
て

も
一
番
大
切
な
の
は
、
柔
道
を
大
好

き
に
な
る
と
い
う
こ
と
を
生
徒
に
何

度
も
繰
り
か
え
し
話
し
て
い
る
。

　

普
段
の
指
導
は
、
生
徒
た
ち
の
修

正
部
分
を
指
摘
し
て
、
他
の
動
作
を

イ
メ
ー
ジ
（
例
と
し
て
、
体
落
し
の

釣
手
は
自
分
の
耳
を
こ
ぶ
し
で
叩
く

よ
う
に
使
う
と
、
肘
が
相
手
の
わ
き

の
下
に
入
り
、
相
手
を
崩
す
こ
と
が

で
き
る
）
を
さ
せ
て
指
導
す
る
。
そ

れ
が
遠
藤
流
の
指
導
方
法
で
あ
る
。

　

秋
田
経
済
法
科
大
学
で
は
、
か
な

り
厳
し
い
稽
古
を
さ
せ
た
。
短
期
間




